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下線部分が本稿でまとめた箇所。小項目の一部は省略している。 
 
0. はじめに 
ベトナム語の時を表す表現のうち、動詞・形容詞1の前に現れる đã、đang、sẽの 3 つの表
現は、一般に過去、現在、未来を表す文中で用いられる表現とされ、以下に示すようにパラ
ディグマティックな関係にある。 
(1) Anh ấy  đã/ đang/ sẽ xem  bộ phim này. 
 3.M.SG  đã / đang/ sẽ  見る CLF 映画 この 
「彼はこの映画を見た／見ている／(これから)見る」 
 
                                                        
1 ベトナム語においては統語的に同様のふるまいをするため、同様に扱われる場合が多い。本稿では、以
下動詞・形容詞を合わせて「動詞類」とする。 
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しかし、ベトナム語において、hôm qua「昨日」、bây giờ「現在」、ngày mai「明日」等の
時を表す名詞が文中に明示されると、đã、đang、sẽを省略した方がより自然な文になる場合
がある。これらの事実から、đã、đang、sẽの 3 つの表現が単にテンスを表す標識ではないと
いうことは明らかである。修士論文では、đã、đang、sẽを比較しながら調査を行うことで、
各表現が担う意味・機能や、テンス・アスペクトを含むベトナム語の時の表現等について整
理した。その結果、đãと đang、đãと sẽが以下のように対立しているということが明らかに
なった。 
 
đã  đang 
完了 アスペクト的対立 継続 
(先行) (タクシス的対立) (同時) 
図 1: đã、đang が担う基本的機能の対立 
đã  sẽ 
実現 実現しているか 未実現 
(基準時以前) (テンス的対立) (基準時以後) 
図 2: đã、sẽが担う基本的機能の対立 
 
本稿は、修士論文の結果のうち、主に đãと đang の対立に関する調査結果と考察をまとめ
たものである。なお、本文中における例文番号、グロス、文字飾り、またベトナム語で書か
れた論文の日本語訳等は、特に断りのない限り筆者によるものである。 
 
1. 先行研究 
本節では、まず辞書による定義を 1.1 で取り上げ、そののちに代表的なベトナム語学書
Cao Xuân Hạo (1998)を含む đãに関する先行研究をまとめているレー(2001)を取り上げる。 
1.1. 辞書による定義 
本節では、辞書による定義を示す。辞書は、約 12 万語を収録した越越辞書である Nguyễn 
Như Ý (1999)、約 32 万語を収録した越英辞書である Bùi Phụng (2003)、約 5 万 5 千語を収録
した最新の越日辞書である川本(2011)の 3 冊を参照した。修士論文では、3 冊の辞書それぞ
れに記載されていた意味(動詞類に前置しない場合を含む)を示したが、本稿では上記 3 冊の
辞書において đã、đang、sẽを動詞類に前置した際の意味を集約したものを表にして示す。 
 
表 1: 動詞類に前置した際の đã、đang、sẽの意味 
đã đang sẽ 
過去、完了、経験 (動作、状態、結果の)継続 (確定的な)未来 
 
1.2. レー(2001) 
レー(2001)は、đãに関する先行研究を複数紹介したのちに、đãや、đãと共起する形式(完了
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を表すとされる rồi など)について言及した論文であり、日本語で記述されている。本稿で
は、レー(2001)が Cao Xuân Hạo (1998)を踏まえながら、静的動詞と共起した場合の đã、đang
の機能や、動詞類の意味の実現について述べた部分を参照する。 
レー(2001: 256)では、「đãや rồi を用いた文では、これを用いない文と違って、動詞によ
って表される状態が今までは存在していなかったが、今になってはじめて実現したという
前提(tiền giả định：前仮定)が含まれる」としている。例えば、以下に示した例(2)では、đãを
用いることによって、khỏe「元気である」という状態に達し、「今現在元気である」という
ことを表している。 
(2) Bác  Tư giờ khỏe rồi. / Bác  Tư nay đã khỏe. 
伯父 PSN 今 元気 PRF  伯父 PSN 今 đã 元気な 
「トゥ伯父さんは(もう)元気になった」               レー(2001: 256) 
 
これに対し、đang が静的動詞と共起した場合、「その状態・性質が終了しうるという含意
がある。この含意によって đang は『変わり得ない』性質を表す動詞や形容詞と組み合わさ
ることが難しい」(レー 2001: 257)という。「状態・性質が終了しうる」という点について、
レー(2001)では以下の例(3)が示されている。 
(3) Bây giờ thì  đang khỏe, nhưng  đến  mùa  rét  thì  chưa biết  sẽ  
今   CNJN đang 元気 しかし 来る 季節 寒い CNJN まだ 知る sẽ 
ra   sao     đây. 
出る どのように ここ 
「(元気ですか？という問いに対して)今は元気だが、寒い季節になるとどうなるかまだ分
からない」                          レー(2001: 258) 
 
1.3. 先行研究の問題点と本稿における解決方法 
先に挙げたレー(2001)、Cao Xuân Hạo (1998)を含め、修士論文で取り上げた Nguyễn Tuấn 
Đăng (2004)など、đã、đang に関する先行研究には、以下のような問題点があると考えた。 
・統語的な条件が異なる đã、đang を同様に分析の対象にしている場合がある。 
・結論の根拠が、著者の内省に頼った部分が多い。 
・量的な調査が不十分であるため、例外がある可能性がある。 
・量的な調査を行っていても数値が示されていないため、データの信憑性が不明であ
る。 
このような問題点を解決するため、本稿における調査では、書籍より用例を抽出し、それ
を量的・質的に分析するという方法をとった。また、数種類のタイプの複文を選び、その複
文に現れた đã、đang、sẽを調査対象とすることにより、ある程度の統語的条件をそろえるこ
とができた。詳しい調査方法は 2 節で述べる。 
さらに、đã、đang に関する先行研究であまり考慮されてこなかった機能として、タクシス
(taxis)的な機能があるのではないかと考えた。タクシスは、Jakobson (1957: 4)で以下のよう
に定義されている。また、Jakobson (1957)の定義について、工藤(1995: 22)で言及がある。以
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下に続けて示す。 
 
Taxis characterises the narrated event in relation to another narrated event and without reference to the speech 
event. 
Jakobson (1957: 4) 
 
＜連結子(connecter)＞としてのタクシスにおいて、優先的に考慮されているのは、出来事の時間的
な相互関係＜同時性―先行性―後続性＞である。そして、「相対的テンスのような名称は、このカテ
ゴリーの多様な様相の 1 つを示すにすぎない」ともいう。 
工藤(1995: 22) 
 
以上のような考えを用いて、以下の例(4)を見てみたい。 
(4) Hôm qua, khi anh   hỏi   thì  củi  đang  khô. 
  昨日   時 3.M.SG  尋ねる CNJN 薪  đang  乾く 
 「昨日彼が尋ねた時、薪は乾きつつあった」       Nguyễn Tuấn Đăng (2004: 19) 
 
この例では、アスペクト的には継続、タクシス的には「彼が尋ねた時」という従属節との
同時性を表していると考えられる。このことからもわかるように、タクシスはテンス・アス
ペクトと深くかかわっている。従来テンス・アスペクトの機能を持つとされてきた đã、đang
について考察を行う際に、考慮すべき機能であるといえよう。 
 
2. 調査方法 
2.1. 具体的な調査方法 
本節では、修士論文で行った調査の具体的な手順について示す。なお、基本的に①から順
番に行ったが、適宜必要に応じて手順が前後したことを断っておく。 
 
①書籍から đã、đang、sẽを含む用例を収集する。先にも述べたとおり、本調査の対象とす
るのは動詞類に前置する用例のみである。ただし、動詞類(主にコピュラなど)が省略されて
いると考えられる用例については、一部考察の対象としたものもある。 
②ベトナム語において従属節を導く接続詞を複数選択する。接続詞が現れた用例を調査
対象とし、複文におけるベトナム語の相対的テンス・アスペクトについて調査する。接続詞
の選定や、各複文の特徴については 2.3 で述べる。 
③書籍による調査から収集したデータについて、質的・量的な分析を行う。質的な分析に
ついては、先に述べたタクシス的な機能や、動詞類が実現している意味に着目した。 
④インフォーマント調査を行う。đã、đang、sẽが現れた一部の用例について、đã、đang、
sẽを外すことができるのか、もしくはその逆は可能か(何も現れていない用例に đã、đang、
sẽを用いることができるか)等、質問した。また、2.2 で示すとおり、調査資料には日本語小
説のベトナム語翻訳版も含まれているので、日本語からの影響の可能性がある用例につい
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ても、ベトナム語として自然な表現であるかどうか確認を行った。 
協力者は 1984 年生まれ、ホーチミン市出身の女性である。 
 
2.2. 調査資料 
書籍による調査において用いた資料を以下の表 2 に示す。 
 
表 2: 調査資料 
資料名 越版ページ 
Bảo Ninh (1991)2 THÂN PHẬN CỦA TÌNH YÊU.(『戦争の悲しみ』) 295 
Fujiko (2007a) Nguyễn Thắng Vu 訳 ĐÔREMON 14.(『ドラえもん 14 巻』) 188 
Fujiko (2007b) Nguyễn Thắng Vu 訳 ĐÔREMON 15.(『ドラえもん 15 巻』) 189 
Yoshimoto (2008) Lương Việt Dũng 訳 n・p.(『n・p』) 249 
 
これらの資料から、動詞類に前置する đã、đang、sẽを手作業で抽出した。今回の調査で各
資料から得られた用例数は、以下の表 3 に示した通りである。 
 
表 3: 資料から得られた動詞類に前置する đã、đang、sẽ 
 đã đang sẽ 合計 
Bảo Ninh (1991) 664 165 197 1026 
Fujiko (2007a) 51 7 88 146 
Fujiko (2007b) 80 17 106 203 
Yoshimoto (2008) 391 268 171 830 
合計 1186 457 562 2205 
 
得られた用例数を見てみると、小説で地の文の多い Bảo Ninh (1991)、Yoshimoto (2008)は
đãの用例が最も多く、漫画で会話文のみの Fujiko (2007a, 2007b)は sẽの用例が最も多いとい
う偏った結果になった。この点について、修士論文では sẽの機能や性質などから考察を試
みたが、本稿では紙幅の都合上割愛する。 
 
2.3. 調査対象とする複文の選定と複文について 
ベトナム語の複文に関する先行研究は、管見の限り見当たらない。よって調査対象とする
複文は、日本語の複文に関する先行研究である町田(1989)、益岡(2002)を参考にした。以下
に、本調査で調査対象とした複文を表にまとめ示す。 
 
 
                                                        
2 戦争を体験した主人公が、その体験をもとに小説を書いていくものの、戦時中の記憶に悩まされるとい
う物語である。基本的には、戦時のシーンと現在の作家としての現在のシーンに分けることができる。 
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表 4: 従属節のタイプとそれに対応するベトナム語・日本語 
従属節のタイプ ベトナム語 日本語 
a) 時 (trước, trong, sau) khi 前、間、後、時 
b) 理由 vì なぜなら 
c) 対立3 mà のに 
d) 条件 thì と、ば、たら、なら 
e) 引用 rằng と(言う、思う等) 
 
時の複文、理由の複文に関しては、従属節が前件に現れる例と、後件に現れる例が得られ
た。しかし本稿では同様の複文であると考え、両方を調査対象とした。以下に例を示す。 
(5) [ Vì    rất   sốt ruột ] nên  ban ngày tôi  đã gọi  điện  từ   một  
 なぜなら とても 心配  ので 昼間  1.SG  đã 呼ぶ 電話 ~から 一 
bốt điện thoại  bên sân trường. 
電話ボックス 側 庭 学校 
「とても心配だったので、校庭わきの電話ボックスから昼間電話をした」 
Yoshimoto (2008: 47) 
(6) Chaien  rất   vui   [ vì    tớ   rủ   được  cậu ] đấy! 
PSN   とても 嬉しい  なぜなら 1.SG  誘う できる 2.SG  よ 
「僕が君を誘ってこられたので、ジャイアンがとても喜んでいるよ」Fujiko (2007b: 152) 
 
3. 調査結果とまとめ 
修士論文では、各複文で得られた用例数や例文等を示しながら分析を進めたが、本稿では
紙幅の都合上、修士論文で行った調査のうち、đã、đang に関する対立について主に取り上げ
る。3.1 節では、đã、đang と共起した動詞類が実現している意味について述べる。そののち
に 3.2 節で、タクシスの機能を含めた đã、đang の機能について述べる。 
 
3.1. đã、đang と共起した動詞類の意味の実現について 
3.1.1. đãと共起した動詞類の意味の実現について 
本節では、đãが動詞類(特に動作動詞以外の動詞類)に与える影響について見る。得られた
例文について詳細に検討していく中で、動作動詞以外の動詞類と đãが共起した場合に、変
化や状態の開始に焦点があてられる例が得られた。以下のような例である。 
(7) Không! Tớ  làm  thầy  [ vì    tớ   đã biết  viết ]! 
NEG   1.SG  する 先生  なぜなら 1.SG  đã 知る 書く 
「いや！僕は文字が書けるから、僕が先生(役)をやる！」      Fujiko (2007b: 104) 
                                                        
3 逆接の複文であるが、本稿では町田(1989)にならって「対立」とした。また、対立の複文を導く接続詞
である màは、接続詞以外の用法(連体修飾節の形成、目的を表す等)を持ち、用法の判別が難しかったた
め、修士論文では数量的なデータは扱わず、質的な分析のみに留めたことを断っておく。 
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(8) Từ  nay sẽ  không có  con chuột nào  vào  nhà mình nữa,   [ vì 
~から 今 sẽ  NEG  ある CLF 鼠  どの 入る 家 1.SG  さらに  なぜなら 
đã có  bọn  mèo ]. 
đã ある 群れ 猫 
「猫たちが居るから、今後はどんな鼠も僕の家には入ってこられない」Fijiko (2007b: 22) 
 
例(7)の biết「知る」や、例(8)の có「ある、居る」が đãと共起することにより実現してい
る意味についてインフォーマントに尋ねると、「前は書けなかったが書けるようになった、
居るようになったということが強調される」と話していた。一方 đãを用いないことも可能
で、その場合は「知っている、居るという現在の状態を表す」という。このことから、動作
動詞以外の動詞類と đãが共起した場合は、その状態への変化の完了に焦点が当てられるの
ではないかと考えた。このことを図で表すと、以下のように表すことができる。 
 
 
図 3: đãが動作動詞以外と共起した場合 
 
図 3 に示したように、変化動詞や状態動詞と đãが共起した場合は、変化の最中や変化後
の状態の継続ではなく、変化が完了した 1 点に焦点が当てられるのではないかと考えた。こ
れは、レー(2001)でも述べられていた「動詞によって表される状態が今までは存在していな
かったが、今になってはじめて実現したということを表す」という記述と概ね矛盾しない結
果となった。 
 
3.1.2. đang と共起した動詞類の意味の実現について 
本節では、đang が実現する「継続」の特徴について述べる。以下の例を参照されたい。 
(9) Ngón tay như   đang gom   những  mảnh xi-măng  vỡ   hồi lâu, 
指  手 ~のよう đang 集める PL   破片 セメント 壊れる しばらく  
[ trong khi mắt  vẫn  nhắm nghiền ]. 
 間  時 目  まだ 閉じる 
「目を閉じたまま、しばらくはくずれたコンクリの破片を指で集めているようだった」 
Yoshimoto (2008: 176) 
 
ここで注目したいのが hồi lâu「しばらく」という時間的な意味を表す副詞である。インフ
ォーマントは「hồi lâu『しばらく』を削るか、文末に một lúc lâu『しばらく』を付ける方が
自然」と話していた。共に「しばらく」の意味を持つ二語であるが、hồi lâu には「長い間」
完了 
  
結果の継続 
○部分が đãで表される 
変化の段階 最中 
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の意味があるのに対し、một lúc lâu には「一時的に」の意味がある。「長い間」よりも「一
時的に」との共起が自然ということは、đang の機能とも関係していると考えた。つまり、
「複文で用いられる đang は、一時的な動作・状態の継続を表す」のではないだろうか、と
いうことである。 
このことを加味して、今一度レー(2001: 257)での記述について考えてみたい。レー(2001: 
257)では、đang と動詞類の共起について「その状態・性質が終了しうるという含意がある。
この含意によって đang は『変わり得ない』性質を表す動詞類と組み合わさることが難しい」
と述べている。このように述べた時に、「変わり得ない」性質とはどのような性質なのか、
という点に曖昧さが残っていた。また、đang と共起しない動詞を「変わりえない」性質とし
ているだけである可能性も考えられる。この問題点を解決するためには、「đang は一時的
な継続を表し、その前後に動作や状態の継続が行われているかは問わない」とするべきであ
ると考える。そして、この「一時的な継続」という点は、3.2.2 で述べる đang のタクシス的
な機能とも関係している。 
 
3.2. タクシス的な機能を含む đã、đang の機能について 
先に述べたようにタクシスとは、ある出来事と対比してもう一方が先行、同時、後続いず
れであるか、というものである。この違いは、特に複文の従属節に現れた đã、đang を調査
することで明らかにすることができた。以下で詳しく見ていく。 
 
3.2.1. đãについて 
主節に現れた đã、従属節に現れた đã共に、タクシスの機能を果たし、先行の意味を表し
ている例が得られた。特に、従属節に現れた đãについては、全 61 例中全てで主節に従属節
が先行しているということを表していた。これらの例は、3.1.1 で示した通りアスペクトの
観点から考えれば完了の意味を実現している。以下に例を示す。 
(10) Táo tợn, nó  vượt   cầu Hàm Rồng [ khi đã sáng bạch ]. 
大胆な 3.SG  越える 橋 ハムロン  時  đã 明るくなる 
「(戦時中)大胆にも、それ(電車)は明るくなってからハムロン橋を越えていった」 
Bảo Ninh (1991: 253) 
 
例(10)のように、従属節に đãが現れる用例では、従属節が主節以前に完了し、従属節が
主節に先行していることを表していた。このような例は、多くが主節・従属節ともに基準
時以前(テンス的に考えると過去)を表している例であった。従属節に đãが現れて、基準時
以前を表していない例としては、以下の例(11)が得られた。ここでは、主節・従属節とも
に基準時以前を表していない。また、đãが含まれている節の方が先行しているとも考えに
くい。 
(11) [ Khi đời  anh đã hết ]   thì  vẫn  còn  một nơi,  vẫn  còn  một người 
  時  人生 3.SG đã 尽きる CNJN まだ 残る 一 場所 まだ 残る 一 人  
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 chờ  anh  tại chính chốn mà từ   đó  anh   ra   đi   lập  nghiệp. 
 待つ 3.M.SG ~で 正に 場所 REL ~から そこ 3.M.SG  出る 行く 立つ 業 
「彼の人生が終わる時には、まだ一つの場所が残されていて、まだ一人の女性が、正に彼
が旅立った場所で彼を待っている」            Bảo Ninh (1991: 177) 
 
このような例は、主節に sẽが現れたものと対立して用いられていると修士論文で述べた
が、本稿では紙幅の都合上割愛する。 
 
3.2.2. đang について 
trong khi「～の間に」で表す時の複文を除けば、主に従属節に現れた đang は、主節との同
時性を表す機能を担っていた。以下の例(12)のような例である。 
(12) [ Nôbita đang đi ]  thì  thấy   một  cô bé... 
 PSN  đang 行く CNJN 感じる 一  女の子 
「(映像を見ながら)のび太が歩いていると、一人の女の子がいて…」 Fujiko (2007b: 83) 
 
一方、đang が主節に現れている例(13)では、主節と従属節が同時に起こっていない。 
(13) Buổi chiều hạ tuần tháng Tám, tôi  và Saki  đang đi ngang qua khu phố để 
午後   下旬  月  八  1.SG  ~と PSN  đang 横切る   区 街 為に 
trở về nhà [ sau khi xem  xong  một bộ phim ]. 
帰る 家  後  時 観る 終わる 一 CLF 映画 
「8 月も下旬になったある午後、私と咲は映画を見終わった後帰りに街中を歩いていた」 
Yoshimoto (2008: 178) 
 
インフォーマントは、例(13)について「文の後に何かが続く感じがある。歩いている時に、
『何かをした』という部分が必要なのでは」と話していた。実際に、この用例を収集した
Yoshimoto (2008)を見ると、この文に続けて「二人の共通の友人に会った」という記述がな
されている。đang のこのような機能は、日本語における「物語を止めるテイル」と同様の機
能を果たしていると言えるのではないだろうか。日本語におけるテンス・アスペクトの研究
においては、「ル、タが物語を進める役割を持ち、テイル、テイタが物語を止める役割を持
つ」とする研究が見られる。テイル、テイタを用いることによって、「その時何かが起こっ
た」ということを述べることができるというものである。 
本調査で得られた(13)では、日本語のテイルと同様に、đang が後続する文に影響を与え、
物語を止める役割を果たしていた。これは、đang の同時性を表すという機能が、複文の中
のみでなく、前後の文にも影響を与えるということを示していると言えるであろう。 
 
4. おわりに 
修士論文では、đã、đang、sẽが表す意味・機能について、複文というある程度絞った条件
の中で検討を行った。đã、đang、sẽのうち、特に đãは複数の用法があるとされ、それらの用
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法をすべて扱おうとしている先行研究においては、用法が混在し、明らかにできていない部
分が多かった。今回の調査では、条件を絞り、さらに他の形式とも比較することで、đã、đang、
sẽそれぞれの特徴の一部を記述することができたのではないかと思う。 
今後は、以下のような課題について取り組む必要があると考えている。 
・複文を選定する際に日本語の先行研究を参考にしたため、ベトナム語の複文の構文
的な特徴や、その複文自体が表す意味の特徴について、十分に把握できていなかっ
た。 
・考察をより説得力あるものにするために、複数のインフォーマントの内省を得る。 
・今後の調査対象を広げる(動詞類に前置しない đã、đang、sẽ、単文に現れる đã、đang、
sẽ、完了を表す rồi、近接過去や近接未来を表すとされる vừa や sắp など)。 
これらの問題について一つ一つ取り組むと共に、それぞれの調査から得られた結果を相
互に参照し、それらに共通する đã、đang、sẽの意味・機能、さらにベトナム語における時に
関する概念について、明らかにしてく必要がある。 
 
略号一覧 
1: 1 人称／2: 2 人称／3: 3 人称／CLF: 類別詞／CNJN: 接続詞／M: 男性 
NEG: 否定／PL: 複数／PRF: 完了／PSN: 人名／REL: 関係代名詞／SG: 単数 
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